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枚方市議会報は、再生紙（古紙 ％）を使用しています。

（４）枚方市総合交通計画の策定について 土木政策課
（５）市道について 道路河川管理課
（６）都市公園有料施設の指定候補者の選定について みち・みどり室
（７）岡東中央公園のネーミングライツについて みち・みどり室
（８）水道事業及び下水道事業経営戦略の策定について 上下水道経営室
（９）枚方市水道施設整備基本計画の策定について 上下水道計画課

（１）枚方市地域防災計画の修正等について 危機管理室
（２）平成 年度に発生した自然災害への対応状況について

危機管理室・大阪北部地震等被災者支援対策室・農業振興課
（３）人事給与制度の改定等について 人事課・職員課
（４）メリハリのある人事給与制度の構築について 人事課・職員課
（５）会計年度任用職員制度について 人事課・職員課
（６）柔軟な勤務形態の導入について 職員課
（７）公用車事故多発非常事態宣言について 総務管理課
（８）岡東中央公園のネーミングライツについて 資産活用課
（９）工事請負契約締結状況報告（平成 年７月 ９月）について 契約課

総総務務委委員員協協議議会会 月月 日日総務委員協議会 月 日
委委 員員 長長 有有 山山 正正 信信 委委員員 前前 田田 富富 枝枝、、野野 口口 光光 男男、、木木 村村 亮亮 太太、、池池 上上 典典 子子、、委 員 長 有 山 正 信 委員 前 田 富 枝、野 口 光 男、木 村 亮 太、池 上 典 子、
副副委委員員長長 工工 藤藤 衆衆 一一 岡岡 林林 薫薫、、西西 田田 政政 充充副委員長 工 藤 衆 一 岡 林 薫、西 田 政 充

委員協議会だより
議会は、休会中も、常任委員会の所管区分ごとに構成されている委員協議会を開催して、

市側の説明を受け、市政に関する自主的な調査・研究を行っています。委員協議会は、定

例月議会の前に開催されるのが通例ですが、緊急に開催されることもあります。

（１）食事療養標準負担額助成証明書の発行について 医療助成課
（２）高齢者外出支援策（案）について 長寿社会総務課
（３）就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン（案）について 子ども青少年政策課
（４）幼保連携型以外の認定こども園の認定等に係る権限移譲について 子育て事業課
（５）枚方市保育士等就職支援センターの設置について 子育て事業課
（６）市立ひらかた病院の運用に係る措置等について ひらかた病院経営企画課

厚厚生生委委員員協協議議会会 月月 日日厚生委員協議会 月 日
委委 員員 長長 山山 口口 勤勤 委委員員 田田 口口 敬敬 規規、、堤堤 幸幸 子子、、岡岡 沢沢 龍龍 一一、、野野 村村 生生 代代、、委 員 長 山 口 勤 委員 田 口 敬 規、堤 幸 子、岡 沢 龍 一、野 村 生 代、
副副委委員員長長 中中 武武 貞貞 勝勝 丹丹 生生 真真 人人、、八八 尾尾 善善 之之副委員長 中 武 貞 勝 丹 生 真 人、八 尾 善 之

（１）就学前の教育・保育施設に係るひらかたプラン（案）について
教育政策課・教育指導課

（２） の活用による新しい学校教育の確立に向けて 教育政策課・教育指導課
（３）平成 年度に発生した自然災害への対応状況について

まなび舎整備室・児童生徒支援室
（４）社会教育部所管のスポーツ施設（３施設）の指定候補者の選定

について スポーツ振興課
（５）香里ケ丘図書館の建替えについて 中央図書館

（１）ごみ収集業務体制の見直しについて 減量業務室
（２）片町線長尾津田間新駅設置促進期成同盟会の解散について 都市計画課
（３）枚方市立香里ケ丘図書館建設工事（建築工事）について 施設整備室

文文教教委委員員協協議議会会 月月 日日文教委員協議会 月 日
委委 員員 長長 岩岩 本本 優優 祐祐 委委員員 手手 塚塚 隆隆 寛寛、、福福 留留 利利 光光、、大大 塚塚 光光 央央、、千千 葉葉 清清 司司、、委 員 長 岩 本 優 祐 委員 手 塚 隆 寛、福 留 利 光、大 塚 光 央、千 葉 清 司、
副副委委員員長長 広広瀬瀬ひひととみみ 大大森森由由紀紀子子、、上上 野野 尚尚 子子副委員長 広瀬ひとみ 大森由紀子、上 野 尚 子

建建設設環環境境委委員員協協議議会会 月月 日日建設環境委員協議会 月 日
委委 員員 長長 漆漆 原原 周周 義義 委委員員 高高 野野 寿寿 陛陛、、松松岡岡ちちひひろろ、、大大 橋橋 智智 洋洋、、大大 地地 正正 広広、、委 員 長 漆 原 周 義 委員 高 野 寿 陛、松岡ちひろ、大 橋 智 洋、大 地 正 広、
副副委委員員長長 妹妹 尾尾 正正 信信 藤藤 田田 幸幸 久久、、堀堀 井井 勝勝副委員長 妹 尾 正 信 藤 田 幸 久、堀 井 勝

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
。

議
会
は
、
常
任
委
員
会
の

先
進
都
市
研
修
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
し
た
。

●
厚
生
常
任
委
員
会

月
７
・
８
日

富
山
市
、
石
川
県
小
松
市

を
訪
問
。
富
山
市
ま
ち
な
か

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
推

進
事
業
に
つ
い
て
研
修
。

●
建
設
環
境
常
任
委
員
会

月
８
・
９
日

松
山
市
、高
松
市
を
訪
問
。

か
き
つ
ば
た
浄
水
場
・
高
井

神
田
浄
水
場
ろ
過
施
設
整
備

等
事
業
に
つ
い
て
、
高
松
市

の
交
通
政
策
に
つ
い
て
研
修
。

●
文
教
常
任
委
員
会

月

日
・

日

埼
玉
県
戸
田
市
、
新
潟
市

を
訪
問
。
戸
田
市
の
教
育
に

つ
い
て
、
学
校
図
書
館
支
援

に
つ
い
て
研
修
。

●
総
務
常
任
委
員
会

月

・

日

千
葉
県
市
川
市
、
習
志
野

市
を
訪
問
。
新
庁
舎
の
整
備

に
つ
い
て
、
公
共
施
設
再
生

文
教
常
任
委
員
会
は
、

月

日
、
所
管
事
務
調
査
の

一
環
と
し
て
、

放
課
後
子

ど
も
教
室
モ
デ
ル
事
業
に
つ

い
て

を
テ
ー
マ
に
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
実
際
に
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
い
る
山
田

小
学
校
と
津
田
小
学
校
を
視

察
し
ま
し
た
。

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
主

催
の
議
員
研
修
会
が

月

日
、
吹
田
市
の
ホ
テ
ル
阪
急

エ
キ
ス
ポ
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
、
本
市
か
ら
も
多
数
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
読
売
テ
レ
ビ
放

送
報
道
局
解
説
委
員
の
高た
か

岡お
か

達た
つ

之ゆ
き

氏
で
、

ニ
ュ
ー
ス
の

裏
側
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
で

日
本
の
今
後
を
読
む

と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市民の安全、安心を守るため、通年議会のもと、
災害時における迅速な対応に努めます

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
も
新

た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
ご
ろ
は
、
市
議
会
活
動
に
対
し
て

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
・
３
月
の
平

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日

本
代
表
選
手
が
活
躍
し
、
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
ま
た
、

月
に
は
日
本
人
が
生

理
学
・
医
学
の
分
野
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
、

月
に
は
大
阪
が
２
０
２
５
年
の
万
博
開

催
地
に
決
定
す
る
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に

日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
６
月
に
は
大
阪
北
部
地
震
、

７
月
に
は
西
日
本
豪
雨
、
９
月
に
は
台
風

号

や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
災

害
が
相
次
い
で
発
生
し
、
日
本
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
本
市
に
お
い
て
観
測
史
上
初
と
な

る
震
度
６
弱
を
記
録
し
た
大
阪
北
部
地
震
の
発

生
直
後
は
、
６
月
定
例
月
議
会
の
日
程
を
変
更

し
、
各
議
員
が
地
域
の
情
報
収
集
に
当
た
り
、

行
政
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
市
議
会

と
し
て
も
、
市
を
挙
げ
て
災
害
対
応
に
注
力
で

き
る
体
制
を
と
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
７
月
に
は
、
１
年
を
通
じ
て
議
会

を
開
会
し
て
い
る

通
年
議
会

の
利
点
を
生

か
し
、
緊
急
議
会
を
開
催
し
て
災
害
対
応
関
連

経
費
等
を
計
上
し
た
補
正
予
算
を
審
議
・
可
決

す
る
な
ど
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
財
政
状
況
で
は
、
特
に
病
院

事
業
で
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
り
、
市
税
収
入
の
大

幅
な
増
加
が
期
待
で
き
な
い
中
、
今
後
も
総
合

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
新
庁
舎
の
整
備

を
含
む
市
駅
周
辺
再
整
備
な
ど
、
多
大
な
財
政

負
担
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
収
支
の
均
衡
を
基
本
と
し
た
、
計
画
的

な
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
議
会
と

し
て
も
、
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十

分
に
発
揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
議
会
の
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
掲
載
す
る
こ
と
で
こ
の

枚
方
市
議
会

報

が
市
民
の
皆
様
と
議
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
よ
り
一
層
、
親
し
ま
れ
る
身
近
な
存
在
と

な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

議

長

議
会
は
、
月
６
日
に
枚

方
市
駅
周
辺
再
整
備
及
び
新

庁
舎
整
備
の
状
況
に
つ
い

て

を
案
件
と
し
た
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、

人
の
議

員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
平
成

年

月
定
例
月
議
会
が
始

ま
り
（
開
催
期
間
は

月

日
ま
で
の

日
間
）
、
初
日

の
本
会
議
で
は
条
例
の
制
定

一
部
改
正
議
案
や
都
市
公
園

有
料
施
設
・
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者

の
指
定
議
案
、
平
成

年
度

一
般
会
計
、
４
特
別
・
３
企

業
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
を

可
決
し
ま
し
た
。

※
今
号
は

月

日
現
在

の
内
容
で
編
集
し
て
い
ま

す
。
全
員
協
議
会
や

月
定

例
月
議
会
の
詳
し
い
内
容

は
、
次
号
（
２
月
１
日
号
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
２
年
の
陸
上
競
技
場
や
平
成

年
の

市

民
体
育
館
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
が
行
わ

れ
る
中
、
ひ
ら
か
た
東
部
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
本
市

初
の
硬
式
野
球
が
で
き
る
野
球
場
と
し
て
平
成

年
に
完
成
し
ま
し
た
（
写
真
右
）
。

枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
は
、江
戸
時
代
に
伏
見
と
大
坂

を
結
ぶ
三
十
石
船
の
船
待
ち
の
宿
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
鍵
屋
の
建
物
を
利
用
し
て
平
成

年
に
オ
ー
プ
ン

（
写
真
左
）
。
今
な
お
当
時
の
面
影
を
残
し
、
中
に

は
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

年
３
月
１
日
に
禁
野
火
薬
庫
が
大
爆
発
を
起
こ
し
、
約
７
０
０
人
も
の
死

傷
者
を
出
し
た
悲
劇
か
ら

年
後
、
そ
し
て
、
昭
和

年
に
第
五
福
竜
丸
が
ビ
キ
ニ

環
礁
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
行
っ
た
水
爆
実
験
で
被
爆
し
た
日
か
ら

年
後
の
平
成
元
年

に
、
３
月
１
日
を

枚
方
市
平
和
の
日

と
定
め
、
現
在
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
実
施
さ
れ
る

平
和
の
燈
火
（
あ
か
り
）
で
は
、平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、

約
１
万
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に
あ
か
り
が
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
左
）
。

ま
た
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

周
年
に
当
た
る
平
成
９
年
度
に

岡
東
中
央
公
園
に
建
設
さ
れ
た
平
和
の
鐘
カ
リ
ヨ
ン（
ヒ
ラ
リ
ヨ
ン
）は
、
季
節
や

時
刻
に
応
じ
て
、
美
し
い
鐘
の
音
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
て
い
ま
す
（
写
真
下
）
。

総
合
福
祉
会
館
ラ
ポ
ー
ル
ひ
ら
か
た
は
、
平
成
６
年
に

健
康
・
福
祉
推
進
都
市
宣
言
を
行
っ
た
本
市
の
福
祉
活
動

拠
点
と
し
て
平
成

年
に
オ
ー
プ
ン
（
写
真
上
）
。
あ
わ

せ
て
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平成の出来事
元

２

３
４

５

６

７

８

９

平和の日を制定

岡本町再開発事業が完了
陸上競技場が開設
津田公民館・図書館が開館

中宮平和ロードが開通

メセナひらかたがオープン

枚方市駅高架化工事が完了
御殿山駅前ロータリーが完成
人権尊重都市宣言

健康・福祉推進都市宣言
枚方市駅構内に市民サービスセ
ンターを開設

オーストラリア・ローガン市と
友好都市提携
人口が 万人を突破

枚方公園駅前広場が完成

市制施行 周年
エフエムひらかたが開局
菅原公民館・図書館が開館
沖縄県名護市と友好都市提携

市民体育館がオープン
平和の鐘カリヨンの演奏開始
ラポールひらかたが開館
高度浄水処理水の供給を開始

北海道大滝村（現伊達市）・奈良
県天川村・長崎県波佐見町と市
民交流都市宣言

特例市へ移行
枚方宿鍵屋資料館がオープン

枚方市駅・樟葉駅に特急が停車
南部市民センターが開館

輝きプラザきらら・中央図書館が開館

車塚公園がオープン

市制施行 周年

韓国・霊岩郡と友好都市提携
新火葬場（市立やすらぎの杜）がオープン
楠葉中宮線・枚方藤阪線が開通
東部清掃工場が本格稼働

第二京阪道路が全線開通

牧野駅前広場がオープン

パスポートセンターがオープン
伊加賀スポーツセンターがオープン

長尾駅前広場が完成
中核市へ移行
市立ひらかた病院が開院

ひらかた東部スタジアムが完成

子ども総合相談センター（となとな）がオープン

市制施行 周年

大阪北部地震が発生
その後も西日本豪雨や台風 号
など災害相次ぐ

平成の出来事
元
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